
第７波にむけてのワクチン有効性のポイント

①東京都における３回目ワクチン接種率は、全年齢層

で現時点では約60%であり、さらなる接種促進を！

② 3回目接種は、オミクロンBA.5等に対しても

高い中和抗体価が得られ、有効で重要！

③高齢者等接種対象者は、重症化予防の観点からも

4回目接種を確実に！
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感染症の３要素と基本対策

感染症の3要素 ①病原体 ②感染経路 ③宿主

（1）感染は移動、集中で拡大する。➡移動、集中の回避
マスギャザリング（Mass-gathering)

（例）オリンピック、メッカ巡礼、お盆、お正月

（2）ワクチンが有効な感染症はワクチンで防御する。
VPD（Vaccine Preventable Disease)

（例）麻しん（はしか）、風しん

（3）多くの人が免疫を獲得すると、社会全体で流行を防止できる。
集団免疫：抗体保有率60～80％で集団免疫成立

免疫獲得は既感染と予防接種から得られる
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3回目接種で
ここを改善！感染がBA.5に置き換わると感染力増大

3



3回目接種が50%を下回って
いる20代以下の感染率は、
接種率が80%を超えている
60代以上の3倍以上！

4



3回目接種は
BA.4/5にも有効！
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第７波にむけてのワクチン有効性のポイント

①接種可能な全年齢層におけるさらなるワクチン接種促進を！

② 3回目接種は、オミクロンBA.5に対しても有効！

③高齢者等接種対象者は、重症化予防の観点からも

4回目接種を確実に！

予防接種で免疫を獲得し、社会全体で流行を防止！
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